
教育目標 元気でよく遊ぶ、心あたたかい子どもの育成 

○心も体も元気な子 ○自分をいきいきと表現する子 ○互いを認め合い思いやる子 ○仲間と共に育つ子 

保育の視点 心豊かに自ら遊び込む子どもを目指して ～『自立』を支える教師の援助～ 

項目 重点項目 具体的施策 達成目標 
自己

評価 
成果と課題 改善策 

学校関係

者評価 

 
 
 
 
 
 
学
力
の
向
上 

 教 

育 

課 

 程 

 

 

研 

究 

推 

進 

・教育課程

の 再 編

成 

 

・子どもの

豊 か な

心 を 育

む 保 育

の実践 

 

 

 

 

 

・幼小の連

携 を 意

識 し た

保 育 の

展開 

・３年保育５歳児の教育課程を

重点的に、また、３，４歳児

についても見直していく。 

 

・遊び込む子どもを育成するた

めの教師の役割や環境の構

成を探るために 

「遊び込む子どもの姿」を日々

の保育で捉える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・幼小連携を図るために職員同

士が互いの授業や保育を見

合う機会を設ける。また、園

内研究会などを通して学び

を深める。 

・今年度の子どもの姿から職員で

意見を出し合い、教育課程を再

編成する。また、4 歳児の検証

をする。 

・遊び込む子どもの姿を捉え、実

際の姿から検証し、共通理解を

する。 

・2 週毎の保育の話でエピソード

を出し合い、遊びたいと感じて

いる姿やそのきっかけについて

話し合う。また、学期毎に事例

研究を行う。 

・共同研究園とともに研究にせま

っていけるよう、園内研究会や

共同研修会などを計画的に推進

する。 

 

 

 

・幼小の職員で意見交換を行い、

共通理解する。また、それぞれ

の授業や保育に活かす。幼小交

流の計画を元に実践する。 

 

 

 

B 

・意見を出し合いながら各期ごと、学年ご 

 とに細かく見直すことができた。 

 ４歳児の検証については、実際の子ども 

 の姿を見ながら話をしながら遊びや環境 

 を考えていくことができた。今後は３年 

 保育の４歳から５歳へのつながりなどを 

 考えていく必要がある。 

・保護者アンケートでは、ほぼ全員が主体

的に目的をもって遊び、一人一人の子ど

もの力が伸びるように保育指導に取り組

んでいると捉えられており、子どもが遊

び込む姿に向かっていることが伺える。 

・講師を招聘した園内研を計画実施するこ

とができた。指導助言から、内面の育ち

を教師が読み取ることが大切だというこ

とがわかり、エピソードの取り方を見直

す必要性が出てきた。 

・細かく打ち合わせや計画ができ、１学期

より年長児が小学見学に行き、期待をも

つ姿が見られた。 

・互いに保育公開や授業見学に行き、研修

会にも参加できた。今後も、十分に意見

交換をしながら連携し、見守っていく必

要がある。 

・各期、学年ごとに今後も見直しをし、職 

 員で共有していく必要がある。 

・職員会の中で短期案の話をしながら子ど 

 もの姿を元に育ちを共有していく。 

・共同研究園とともに引き続き「遊び込む

子どもの育成」というテーマで研究を進

める。子どもが遊び込むことで育ってい

るということがエピソード研修を積みな

がら確かめていくことができるよう、エ

ピソードを集約する。 

・保護者にもクラスだよりや懇談会や掲示

などを通して子どもの成長を適宜伝えて

いく。 

 

 

 

 

・今後も年度初めに計画を立て、子どもの

姿を見ながら交流していく必要がある。 

 様子を見ながら連携し、細かく連絡をと

りあう。 

・引き続き研修会などに参加しながら計画

を見直し、実践していく必要がある。 

園内研や定

期的な意見

を出す場を

設け「遊び込

む」子どもの

姿を共有さ

れている。 

内面の育ち

や小学校へ

つなぐ育ち

について今

後も研修研

究を進めて

ほしい。ブロ

ック内の園

や保育所・小

学校とも園

児の育ちを

共有された

い。 

 
基本的生活

習慣を身に

つける事は

大切。園での

引き続きの

指導を望む。 

「元気カレ

ンダー」の取

り組みはと

ても良いこ

のまま継続

が必要。 

 

 

 

今後も一人

一人を大切

にする保育、

保護者対象

の研修会を

実施し人権

意識の命を

大切にする

教育をして

ほしい。 

 

特別支援教

育の拠点園

として積極

的な取り組

みが見られ

る。にじいろ

広場では、保

護者への発

信も熱心に

行われてい

る。引き続き

積極的な情

報発信を。 

 

 

 

地域の子育

て支援拠点

としての積

極的な情報

発信と保護

者・地域・小

学校等との

連携に引き

続き取り組

んでいただ

きたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊
か
な
心 
・ 
健
や
か
な
体 

 

 

 

 

 

健 

康 

教 

育 

 

・基本的生

活 習 慣

の確立 

 

 

 

 

 

・感染症予

防 に 努

める 

・子どもの姿や実態を把握し、

担任と養護教諭が連携し、保

健指導（ほけんの話）を行う。

また、その内容を基に、げん

きカレンダーにも取り組ん

でいく。 

・園児への保健指導、保護者向 

けのほけんだより等で生活

習慣について家庭でも考え

られるよう啓発していく。ま

た、より意識して取り組むこ

とができるよう、げんきカレ

ンダーを実施する。 

・「自分の体は自分で守る」こ

とを意識できるよう、視覚的

教材等を活用し、啓発しなが

ら自分の身体について興味

関心をもちながら、感染症予

防に努める。 

・日々の生活の中で正しい生活習

慣が身につき、子ども自身がそ

の大切さに気付き、自らすすん

で取り組もうとする。 

 

・保健指導を行っていくと共に定

期的に家庭と連携を取りながら

げんきカレンダーに取り組んで

いく。 

 

・コロナ渦での体調管理をはじめ、

規則正しい生活習慣を身につ

け、自ら、感染症予防ができる

ようにする。 

・保護者アンケートの「子どもは

ウィルスに対して自ら自分の体

を守り、しっかりと手洗いうが

い等に励んでいる」の項目のAB

の評価が８０％以上になるよう

にする。 

 

 

 

 

 

B 

・トイレ習慣やお箸の扱い方、身だしなみ

を整える事など家庭と連携して行わない

といけない事の協力が不十分で引き続き

指導が必要な子どもが多い。 

・「げんきカレンダー」の取り組みについて

は、子どもの実態からの課題に沿い、取

り組めることが出来た。子ども自身が「早

寝早起きしたよ！」と自身の健康管理に

ついて意識づいていることがよくわか

る。 

・アンケート結果は９５．６％の評価を得

ている。 

・手洗いうがい消毒等は、毎日継続して行

っているので、どの子も習慣が身につい

ている。 

・マスクの着用については、感染症対策も

緩やかになり、外あそびや友だちと距離

が保てる場合など適時外すなどして対応

出来ている。 

 

・基本的生活習慣を身につけることの大切

さや具体的な方法についての啓発が少な

いことも家庭との連携が進まない要因で

もある。全体への啓発もだが、個別に幼

稚園での指導方法や取り組みを丁寧に伝

え、園と家庭が協力し、子どもの健やか

な成長を支えていくようにする。 

・「げんきカレンダー」の取り組みは子ども

自身の意識を高めるためにも必要なので

定期的な活用を継続する。 

・コロナ対策については、子どもの活動を

制限するのではなく、基本的な感染症対

策をしつつ、教育活動を進めていく。 

 

 

人 

権 

 教 

 育 

・人との関

わ り や

伝 え 合

い に 視

点 を 置

い た 保

育実践 

 

・子ども、保護者ともに互いに

認め合える人間関係を築く

ことができるよう園が拠点

となって呼びかけていく。 

 

 

 

 

 

・花や野菜の生長や身近な生き

物の命に思いを寄せられる

よう、環境を整え収穫の喜び

や命の尊さ等を感じられる

ようにする。 

・子どもへは日々の生活の中で自

分の気持ちや友達の思いなどを

振り返り気付く機会をもつ。 

・保護者へは学級懇談会や研修の

機会に自身の子育てを振り返

り、いろいろな立場の人の考え

に触れられるような場を設定す

る。 

・花や野菜の生長や身近な生き物

の命に思いを寄せられるよう、

環境を整える。 

・飼育栽培活動を行い、命を大切

にする経験ができるようにす

る。 

 

 

 

A 

・カンファレンスを通して、幼児の思いを

読み取る大切さを職員間で共通にし、一

人一人の気持ちを大切にする保育に努め

た。 

・SNS の扱い方という観点から全保護者を

対象に書面研修を呼びかけ、学級懇談会

を通じて、様々な考えに触れてもらい、

子育てにも関わるものであるということ

を啓発することができた。 

・夏には野菜や花を、冬には春に咲く花を

栽培している。幼児が栽培の準備をする

機会をあまりもてていないが、飼育に関

しては、うさぎの飼育当番活動を行うこ

とができた。 

・今後も一人一人を大切にする保育に努め

られるよう、教師間で共通理解を図る。 

 

・書面研修を通して、クラス懇談で語り合

う大切さを感じたので、引き続きコロナ

禍においても研修や懇談会が行えるよう

工夫することが必要である。 

・飼育、栽培活動において、準備の段階か

ら植物の成長や生き物の命の大切さに気

付いて幼児自らが行動したくなるように

計画的に保育に取り入れていく。 

 

 

 

 

特 

別 

支 

援 

教 

育 

・子ども一

人 ひ と

り の 特

性 に 応

じ た 保

育 の 実

践 

・幼児理解に努め、子ども同士

のつながりや一人一人の育

ちにつながるよう支援して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 

・地域の特別支援教育の拠点と

して、特別支援教育に関する

保育や情報を積極的に発信

する。 

・子どもの姿に応じて、具体的な

支援方法や保育内容を検討し、

実践する。また、保護者と園の

取り組みや家庭での様子を伝え

合い、園と家庭が連携して子ど

もを支えることができるように

する。 

・コンサルテーション等を活用し、

園内だけでなく他方面からの子

どものとらえと支援方法を検討

していく。 

・にじいろ広場の保育の様子を地

域の就学前施設に公開し、参加

の呼びかけをする。またにじい

ろだよりを発行・HP で掲載し、

にじいろ広場での子どもの姿や

遊びのねらいを保護者や地域の

教職員に伝える。 

・特別支援教育の研修会への参加

や保護者研修会を実施し、保護

者、教職員共に子どもとの関わ

りや支援方法をより深く学ぶ。 

 

 

 

 

 

B 

 

 

 

・担任と担当者が連携し子どもの育ちや課

題を共有することで、子ども一人一人の

育ちや課題を共通理解しながら関わるこ

とができた。 

 また、保護者にも園での様子や取り組み

を伝え家庭での様子も聞くことにより、

園と家庭が連携することができた。 

・コンサルテーションを活用し、他方面か

ら子どものとらえと支援方法を学ぶこと

ができた。 

・にじいろ広場を年間予定通り８回開催す

ることができた。保育後に遊びのねらい

や家庭でもできる触れ合い遊びの紹介等

特別支援の情報を保護者に伝えることが

できた。 

・にじいろだよりを１０回発行し、保護者

に遊びの意義を発信することができた。 

・学期ごとに年間３回保護者研修会を実地

し、保護者教職員共に、子どもとの関わ

り等をより深く学ぶことができた 

・にじいろ広場の遊具やねらい、保護者研

修会の内容などをホームページで１０回

発信することができた。 

・コンサルテーションや園以外の他機関か

らの学びはとても有効であったので、来

年度も巡回相談などを含めて活用し、子

どもの育ちを支えていく。 

・今年度も遊具や書籍の貸し出しを行って

きた。貸出図書を新たに購入し、コーナ

ーにポップをつけることで、利用者が大

幅に増加した。遊具の貸出に関しては０

だった。今後もにじいろ広場の保育公開

を行う中で、保育内容のねらいや遊具の

使用法等を積極的に発信していく。ホー

ムページでも貸出遊具や図書を掲載し、

見やすく借りやすい環境を準備する。 

 

開
か
れ
信
頼
さ
れ
る
学
校
園 

 

保 

護 

者 

・ 

地 

域 

と 

の 

連 

携 

・教育への

理 解 へ

と 繋 が

る よ う

な 保 護

者、地域

と の 連

携 

・預かり保育等子育て支援の充

実を図るため、さらに保護

者、地域、園の連携を強める 

 

 

・コロナ禍での保護者との連携

の取り方を工夫し、園の様子

を発信することで園教育へ

の理解を図ると共に、必要に

応じて気軽に子育ての話が

できるような体制を作る。 

・担当者と担任とで必要な引き継

ぎを行うことで連携を密に図

り、必要に応じて各職員もサポ

ートに入って共に子どもの様子

を見ながら共通理解を図る。 

・子ども達がいきいきと遊ぶため

には環境が大切であることを伝

えると共に、地域や PTA と連携

し保護者と一緒に園の環境整備

を行う。 

・HP の定期的タイムリーな更新、

配布手紙、写真掲示等、その時々

に応じた方法を工夫し、園の教

 

 

 

 

 

B 

 

・必要に応じて預かり担当以外の職員も関

わりながら職員間で連携を取り合い、預

かり保育の充実に努めた。保護者の就労

が増加傾向にあり、年度途中から利用者

が増えきた。今後も安全管理に配慮しな

がら取り組んでいく。 

・PTA 活動や保護者のサークル活動を中心

に、絵本の読み聞かせや返却時の補助、

掲示板の装飾等、また、園の環境整備、

運動会ややきいも大会のなど力を借り、

連携しながら共に保育に取り組んでき

た。 

・ｸﾗｽ便り、HP.写真掲示等で園の様子を発

・引き続き、担当者との連携を密に図りな

がら必要に応じて全職員で預かり保育に関

わることで子育て支援の充実に取り組んで

いく。 

 

・今後も保護者の得意分野を活かして保護

者の力を借りながら、保護者と連携を取

り、園をよりよくしていく。 

 

・今後も引き続き、コロナ禍での保護者・

地域との連携のあり方を探り、工夫して

取り組んでいく。 

 



育や大切にしていること、園児

の様子等を発信する。 

信してきた。「園の情報をわかりやすく伝

えている」という保護者アンケートにお

いても AB の評価が９０%であった。今後、

タイムリーな更新に努めていきたい。 

・地域の小学校、保育所等と研修会や園児

の交流の仕方を模索し、拠点園として、

発信を続けていきたい。 

 
 
 
 
安全教育や

防災教育危

機管理につ

いても小学

校と連携し

ていくとい

い。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
そ
の
他 

 

 

 

 

安 

全 

管 

理 

・安全で過

ご し や

す い 生

活 の 場

と し て

の 環 境

作り 

 

 

・感染拡大

防 止 へ

の 取 り

組み 

・安全点検日を園だよりに記載

して位置づけ、職員の意識向

上を図る。 

・様々な場面を想定した避難訓

練を行い、安全について子ど

もと考える機会を定期的に

設ける。 

・保護者、地域と共に安全な環

境作りに努める。 

 

 

・定期的な消毒、換気を行い、

感染防止に努めると共に、そ

の時々の状況に応じた保育

の工夫、行事のもち方の検討

を図る。 

・定期的に安全点検を行うことで、

全職員の目で日頃から安全管理

に努め、遊具や用具、園庭や保

育室内を常に安全に保つ。 

・学期に１回以上の避難訓練を実

施し、子どもが自分で自分の身

を守る方法を知る。 

・保護者や地域の方の協力も得て

園庭清掃に取り組む。（6 月・8

月・3 月予定） 

・市の方針の下、感染防止対策を

適切に行う。 

・感染防止への意識が高まるよう

保護者に必要な啓発を行ってい

く。 

 

 

 

 

B 

 

 

・月１回の安全点検を行い、修繕箇所につ

いては、すぐに連絡調整を行い改善に務

めた。 

・計画通りに避難訓練を実施し、子ども達

自身が緊急時に周りの大人の指示に従い

行動できるようになっている。 

・職員訓練として伊丹警察と連携し防犯訓

練を実施した。 

・園庭の環境整備の為保護者や地域の方の

協力を得て園庭清掃を行うことが出来

た。 

・保護者や地域の方にも行事や参観日等に

来ていただく事で、幼稚園での感染症対

策の実態を知っていただく機会となっ

た。 

  

・園舎や園庭を含めて老朽化もあり、いた

る所で不具合が出てきているので、月１

回の安全点検以外の日々の生活の中で常

に安全意識を持ち、改善箇所については

速やかに伝え、共通理解出来るようにす

る。 

・最近、様々な形の事件が増えているので、 

 職員は常に意識するとともにいざという

時の連携体制を整えておく。 

・幼稚園で講じている安全教育や安全対策

について保護者にも定期的に啓発し、園

内園外問わず子どもを取り巻く大人が子

どもを守るという意識を高める事が出来

るように働きかける。 

総
合

評
価 

（関係者総括） 

・何度か園行事に参加しました。園庭清掃では、職員・保護者・子ども・地域の人が一体となり園の環境美化に取り組み地域連携が出来ている。 

・オープンスクールの様子では、子ども達が秋の木々を使い創意工夫した作品が見られ、発達段階に応じた保育が行われている。 

・伝承遊びでは、子ども達の興味関心が高く地域の方と一緒にふれあう機会となり、子ども達が互いに教え合う場面もあり仲間作りが進んでいると感じました。 

 また、伝承遊びを通して文化の創造と文化の伝承に関心を持つ子どもが増えるといいですね。 

・おぎの幼稚園はいつ行っても子ども達が元気に遊び生き生きとしています。知・徳・体のバランスのとれた教育の基礎が培われている様に思われます。ひいては
これが生きる力となるでしょう。コロナ禍で大変な時、対策を講じながら教育に専念されていることに感謝します。 

・子ども達の様子やエピソードを出し合い、研修を行う中で子ども達の主体性や遊びに夢中になる姿が見られるようになっている。今後も一人一人の子どもの実態
に応じた支援をし、保護者・地域関係機関と連携しながら安心安全で子どもが力を伸ばせる保育を進めていただきたい。 

（今後の取り組み・改善点） 

・子ども達が物事に意欲的に取り組み遊び込む姿につながる為に、今年度から「遊び込む」に視点を置いて研究を進めているが、共同研究園と共に子どもの実態か
ら遊び込む環境構成について工夫したが引き続き、環境や教師の援助について探っていき、主体的に活動できる子どもを育てる。 

・保護者・地域の力を活力とし、園運営に取り組むために、行事だけでなく幼児教育・おぎの幼稚園の取り組みを具体的に発信していく。 

 


